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風水害への備えは
大丈夫ですか？

幸
せ
願
う
子
ど
も
た
ち
―
。
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地区 避難場所 電話番号

飯
野
地
区

飯野中学校体育館 33‐0021

飯野小学校体育館 33‐0008

大河平小学校 33‐0970

高野畜産管理センター 33‐1990

えびの市民体育館 33‐5332

飯野駅前地区体育館 33‐5035

えびの市文化センター 35‐2268

上
江
地
区

上江中学校体育館 33‐0315

上江小学校体育館 33‐0133

上江地区体育館 33‐5799

加
久
藤
地
区

加久藤中学校体育館 35‐1353

加久藤小学校体育館 35‐1351
加久藤小学校尾八重野分校
体育館 35‐1995

加久藤地区体育館 35‐2290

えびの市国際交流センター 35‐3211

真
幸
地
区

岡元小学校体育館 37‐2240

真幸地区体育館 37‐0004

老人福祉センター 37‐1329

◎真幸地区公民館

気
象
庁
は
６
月
９
日
、
九
州

南
部
地
方
が
梅
雨
入
り
し

た
と
み
ら
れ
る
と
発
表
し
ま
し

た
。今
年
も
梅
雨
の
時
期
と
な
り
、

い
つ
集
中
豪
雨
や
台
風
が
発
生
し

て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
は
覚
え
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。
平
成
18
年
７
月
に
発
生
し

た
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
。
私
た

ち
は
、
こ
の
災
害
を
い
つ
ま
で
も

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
の
教
訓
を

生
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
災
害

が
予
想
さ
れ
た
時
や
発
生
し
た

時
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
行
動

を
と
る
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
。

　

風
水
害
は
、
事
前
に
あ
る
程
度

の
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
大
雨
が
予
想
さ
れ
る
時
、
台

風
が
接
近
し
そ
う
な
時
、
ま
ず
大

切
な
の
は
早
め
の
情
報
収
集
。
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
て
、
早
め
の
情
報
収

集
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
収

集
し
た
情
報
に
基
づ
い
て
、
避
難

場
所
や
避
難
経
路
を
確
認
し
た

り
、
非
常
持
ち
出
し
品
を
確
認
し

た
り
す
る
な
ど
、
早
め
の
避
難
準

備
も
不
可
欠
で
す
。

　

危
険
が
近
づ
い
て
い
る
時
、
市

か
ら
防
災
無
線
や
広
報
車
等
を

使
っ
て
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
が

出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
報

が
出
さ
れ
た
時
は
、
速
や
か
に
避

難
し
て
く
だ
さ
い
。
避
難
す
る
際

は
、
単
独
行
動
で
は
な
く
、
家
族

や
近
所
、
地
域
で
避
難
し
て
く
だ

さ
い
。「
こ
れ
く
ら
い
な
ら
ま
だ

大
丈
夫
」
と
い
う
自
己
判
断
は
せ

ず
、
結
果
的
に
「
避
難
し
な
く
て

も
よ
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
と
し
て
も
、
早
め
の
避
難

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

市
か
ら
の
避
難
指
示
や
避
難
勧
告

が
出
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、「
危

険
だ
な
」
と
思
っ
た
ら
、
速
や
か

に
自
主
避
難
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
避
難
準
備
情
報
＝
避
難
準
備
情

報
は
、
人
的
被
害
の
発
生
の
恐
れ

が
あ
る
場
合
に
発
令
さ
れ
ま
す
。

障
が
い
者
や
高
齢
者
の
方
な
ど
、

避
難
の
際
に
援
護
が
必
要
で
避
難

に
時
間
を
要
す
る
方
は
、
速
や
か

に
避
難
行
動
を
始
め
て
く
だ
さ
い

■
避
難
勧
告
＝
避
難
勧
告
は
、
市

か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
に
避
難
を
お

願
い
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
地
域

や
土
地
、
建
物
な
ど
に
災
害
が
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
発
令

さ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
は
速

や
か
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

■
避
難
指
示
＝
避
難
指
示
は
、
市

か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
に
避
難
を
命

令
す
る
も
の
で
す
。
避
難
勧
告
時

よ
り
も
さ
ら
に
状
況
が
悪
化
し
、

避
難
す
べ
き
時
期
が
切
迫
し
た
場

合
、
ま
た
は
災
害
が
発
生
し
、
ま

だ
避
難
し
て
い
な
い
方
が
い
る
場

合
に
発
令
さ
れ
ま
す
。
避
難
中
の

方
や
ま
だ
避
難
し
て
い
な
い
方

は
、
速
や
か
に
避
難
を
完
了
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

災
害
発
生
時
に
心
強
い
の
が
、

顔
見
知
り
の
隣
近
所
や
地
域
の

方
々
で
す
。
普
段
か
ら
、
地
域
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
お
け

ば
、
万
が
一
あ
な
た
に
何
か
あ
っ

た
時
に
い
ざ
と
い
う
時
に
助
け
て

く
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
地
域
で
防
災
意
識
を
高
め
、

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

市
総
務
課
防
災
対
策
係

☎
０
９
８
４
‐
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
１
３
・
３
１
６
）

■風水害（豪雨）時の屋内避難所

h t t p : / / w w w . c i t y . e b i n o . l g . j p / m o b i l e / i n d e x . h t m l
携帯電話で防災情報や災害時の避難場所一覧を確認できます。

災害発生時におけるえびの市災害対策
本部の運営支援のため、蓑手裕宏さ

ん、江頭武司さん、橋本文寛さんの三人に、
えびの市防災相談員を委嘱しました。今
回委嘱された三人の方は自衛隊退官者で、
防災に関する知識も豊富。その専門知識
を生かして、災害発生時の支援や助言な
どを行い、市が行う各種防災訓練などへ
も参加します。任期は２年です。今回委
嘱を受けた蓑手裕宏さんは「まずは地域
や組織を勉強し、できる限りのお手伝い
ができればと思います。災害がないこと
を祈っています」と話していました。

元自衛官に
防災相談員を委嘱

早
め
の
情
報
収
集
を

迅
速
で
安
全
な
避
難
を

防
災
は
地
域
で

風水害への備えは
大丈夫ですか？

こ
れ
か
ら
の
季
節
に
心
強
い
味
方

河
川
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
ま
し
た

市では、このほど、「河川遠隔監視システム」を導入しました。
これは、真幸橋や向江水門など、川内川流域の７か所に設

置されたカメラの映像を、リアルタイムで見ることができるとい
うシステムです。市役所本庁で川内川の水位などを瞬時で確認す
ることができます。総事業費 412 万７千円（国からの交付金 324
万８千円）をかけて整備。市ではこの情報（カメラからの映像）
を活用して、より迅速で的確な災害対策を講じていきます。

上の写真３枚は平成 18 年７月に発生した豪雨災害。

◎は、災害等の状況によって開設する場合があります。
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情報公開条例および個人情報保護条例に基づき、市は、毎年その運用状況を公表すること
としています。今号では、平成 20年度の運用状況を下記のとおり公表します。

えびの市の公営企業（水道事業・病院事業）の財政状況については、毎年６月と 11 月に
公表しています。今回は、平成 20年 10 月１日から平成 21年３月 31 日まで（平成 20年
度下半期）の予算の収入と支出の状況についてお知らせします。

＊公文書公開の実施状況＊

　表中の「一部公開」については、公にすることにより、特定の個人や法人等の権利、利益を害すると認められる情報や、
公にすることにより、事務や事業の適正な遂行に支障を及ぼすと認められる情報に該当するとして一部が非公開とされた
ものです。表中の「非公開」については、「該当する公文書が存在しない」ものです。

＊会議の公開の運営状況＊

平成 20年度 平成 19年度

会議の開催回数（ａ） 114 回 130 回

公開された会議の回数（ｂ） 94回 96 回

非公開とされた会議の回数 20回 34 回

傍聴者数（合計） ７人 ５人

公開率（ｂ／ａ） 82.46％ 73.85％

　市では、情報公開条例に基づき、審議会等の会議を公開しています。
　これは、市のさまざまな計画や施策の決定過程を広く市民の皆さんに公開することにより、市政に対する市民の権利の
確保に努め、市民の理解を深めてもらい、開かれた市政の実現を図るために行っているものです。

《昨年度との比較》
　公開された会議の回数は２回減、非公開とされた会議の回数は 14 回減となり、公開率では 8.6 ポイント上がりました。
非公開（一部公開を含む）とされた会議は、個人情報に関する部分や、審査・評価に関する事項についてのみ非公開とし
たものと事前公表を行わなかった会議です。

＊個人情報保護制度の運用状況＊
開示請求 訂正等請求 不服申立て

０件 ０件 ０件

　表中の「個人情報取扱事務登録件数」とは、市の事務のうち、個人情報を収集・管理・利用・提供する事務について、
個人情報取扱事務目録に登録している事務の件数をいいます。内訳は、市長部局 158 件、教育委員会 53 件、農業委員会
17 件、選挙管理委員会 15 件、議会３件、監査委員２件、固定資産評価審査委員会２件、公平委員会１件となっています。

■お問い合わせ先
えびの市総務課行政係
（内線 311・314）

水道事業
区　分 予算額

執　行　額
収入率％

下半期 累　計
水道事業収益 392,111,000 193,874,856 391,141,640 99.8

営業収益 390,278,000 193,582,571 388,813,284 99.6

営業外収益 1,739,000 235,695 2,213,281 127.3

特別利益 94,000 56,590 115,075 122.4

区　分 予算額
執　行　額

支出率％
下半期 累　計

水道事業費用 316,091,000 174,378,518 312,158,557 98.8

営業費用 273,703,000 150,000,018 271,014,606 99.0

営業外費用 41,645,000 24,140,831 40,902,782 98.2

特別損失 243,000 237,669 241,169 99.2

予備費 500,000 0 0 0.0

【事業収入に関する事項】

【事業費用に関する事項】
※収入の営業収益は、水道料金や手数料、水道加入金など。営業外収益は量水器評価額など。

※支出の営業費用は、浄水費、配水費、給水費、減価償却費など。営業外費用は、企業債の償還利息。

単位：円

単位：円

区　分 予算額
執　行　額

収入率％
下半期 累　計

病院事業収益 989,316,000 485,438,360 1,007,087,670 101.8

医業収益 949,270,000 478,007,218 966,222,794 101.8

医業外収益 40,045,000 7,431,142 40,864,876 102.1

特別利益 1,000 0 0 0.0

区　分 予算額
執　行　額

支出率％
下半期 累　計

病院事業費用 967,586,000 520,682,557 976,190,449 100.9

医業費用 963,898,000 493,378,272 947,440,444 98.3

医業外費用 2,934,000 26,760,442 28,206,162 961.4

特別損失 554,000 543,843 543,843 98.2

予備費 200,000 0 0 0.0

【事業収入に関する事項】

【事業費用に関する事項】
※収入の医業収益は、入院収益、外来収益など。医業外収益は、一般会計補助金など。

※支出の医業費用は、給与費、診療材料費、電気代などの経費、研究研修費など。医業外費用は、企業債の償還利息など。

単位：円

単位：円

■お問い合わせ先
えびの市水道課経営管理係
☎ 0984‐35‐1111（内線 291）

■お問い合わせ先
えびの市立病院
☎ 0984‐33‐1023

◎水道業務量
平成 20 年 10 月１日～

平成 21 年３月 31 日

［給水戸数］8,621 戸
［給水人口］20,188 人
［下半期給水量］1,002,435m3

［１日平均給水量］5,508m3

［１人１日平均給水量］272.8 ㍑
［普及率］80.8％

病院事業

Data

◎借入金残高
８億 4,316 万円

◎病院業務量
平成 20 年 10 月１日～

平成 21 年３月 31 日

［病床数］50 床
［患者数（入院）］7,411 人
［患者数（外来）］22,045 人
［１日平均入院患者数］40.7 人
［１日平均外来患者数（土曜含）］154.2 人
［１日平均外来患者数（土曜除）］183.7 人

◎借入金残高
5,773 万円

Data

個人情報取扱事務登録件数（平成 21年４月１日現在）

251 件

請求件数 全部公開 一部公開 非公開 不服申立て

10 件 ６件 ３件 １件 ０件

情報公開制度および個人情報保
護制度の運用状況を公表します

水道事業と病院事業の財政状況
を公表します

※医業外費用には、現金支出を伴わない消費税計算による雑支出を含む。
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水田を利用した作物発掘プロジェクト

農家の所得向上を目指して
えびの市一貫教育の充実を目指して

５部会 45人に委嘱状交付
04 03 02 01
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■お問い合わせ先
市畜産農林課農産園芸係（内線 223・226）

■お問い合わせ先
市学校教育課（内線 412・414）

　

平
成
21
年
度
え
び
の
市
一
貫
教

育
に
係
る
各
部
会
及お

よ

び
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
等
の
委
嘱
状
交
付
式

が
、５
月
21
日
、市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
今

年
度
か
ら
本
格
的
に
始
ま
っ
た
え

び
の
市
一
貫
教
育
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
た
め
、
ま
た
、
一
貫
教
育

を
あ
ら
ゆ
る
分
野
か
ら
研
究
、
検

証
し
て
い
く
た
め
に
委
嘱
し
た
も

の
で
す
。

　

今
回
委
嘱
を
受
け
た
の
は
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
委
員
会
、
え
び

の
学
部
会
、
英
会
話
科
・
英
語
表

現
科
部
会
、
市
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
、
社
会
科
副
読
本
編
集
委
員

の
５
部
会
45
人
の
方
々
で
す
。
今

後
、
小
中
学
校
９
年
間
を
見
通
し

た
一
貫
教
育
の
検
証
・
定
着
、一
貫

性
・
連
続
性
の
学
習
指
導
方
法
の

研
究
、
一
貫
性
の
あ
る
教
材
の
検

証
・
開
発
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

式
で
萩
原
和
範
教
育
長
は
、「
本

年
度
か
ら
市
全
体
で
一
貫
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
部
員
の
皆

さ
ん
が
研
究
し
た
こ
と
を
、
各
学

校
で
も
徹
底
し
て
普
及
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

本
当
に
そ
れ
で
よ
い
の
か
、
徹
底

し
た
検
証
も
し
っ
か
り
や
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
委
嘱
状
交
付
式
の
後
、

各
部
会
で
第
一
回
目
の
研
究
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

え
び
の
学
部
会
の
座
長
に
委
嘱

さ
れ
た
上
江
中
学
校
の
西
岡
有
紀

教
頭
は
「
え
び
の
に
自
信
と
誇
り

を
持
ち
、
え
び
の
に
貢
献
で
き
る

よ
う
な
子
ど
も
た
ち
と
な
る
よ

う
、
私
た
ち
も
各
部
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

「
水
田
を
利
用
し
た
作
物
発
掘
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
置
要
領
」
を
制
定

し
、
水
田
を
利
用
し
た
特
産
品
の

開
発
お
よ
び
販
売
に
関
す
る
事
項

を
検
討
し
ま
し
た
。
適
地
適
作
で

あ
る
か
、
所
得
の
確
保
が
で
き
る

か
、
遊
休
農
地
の
解
消
に
つ
な
が

る
か
、
高
齢
者
も
取
り
組
め
る
品

目
か
な
ど
に
主
眼
を
置
き
な
が
ら

協
議
し
て
き
た
結
果
、
重
点
振
興

品
と
し
て
６
品
目
、
新
規
振
興
品

と
し
て
５
品
目
を
次
の
と
お
り
選

定
し
ま
し
た
。

◎
重
点
振
興
品
目
＝
サ
ト
イ
モ
、

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
カ
ボ
チ
ャ
、
甘か
ん

藷し
ょ

（
赤
）、
栗
、
ソ
バ

◎
新
規
振
興
品
目
＝
タ
マ
ネ
ギ
、

白
菜
、
エ
ダ
マ
メ
、
ア
ワ
、
飼
料
米

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
重
点
振
興
品

目
、
新
規
振
興
品
目
で
転
作
田
の

有
効
活
用
、
農
家
所
得
の
向
上
を

市
、
Ｊ
Ａ
が
一
体
と
な
っ
て
支
援

し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
品
目

の
作
付
け
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

市
畜
産
農
林
課
農
産
園
芸
係
ま
た

は
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
園
芸
課
・
農
産

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

え
び
の
市
は
、
昭
和
62
年
以
降

１
０
０
億
円
以
上
の
予
算
を
か
け

て
ほ
場
整
備
を
行
い
、
基
盤
の
整

備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

高
齢
化
の
進
行
や
農
業
後
継
者
の

減
少
な
ど
で
、
転
作
田
が
有
効
に

活
用
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
、
昨
年
10
月
に
関
係
機

関
・
関
係
団
体
お
よ
び
生
産
者
代

表
者
が
委
員
と
な
っ
て
「
水
田
を

利
用
し
た
作
物
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
発
足
。
水
田
を
有
効
に
活

用
し
た
水
稲
以
外
の
転
作
作
物
や

裏
作
の
振
興
を
図
る
た
め
に
、
協

「水田を利用した作物発掘プロジェクトに関する答申書」を、市
長とＪＡ組合長に提出する委員（左）。

えびの市心のふるさと寄附金に 2,725,000 円

温かいご支援に感謝します
高原町で第４回環霧島会議を開催

県境を越えた広域連携進む

■お問い合わせ先
市企画課計画係（内線 321・322）

■お問い合わせ先
市企画課計画係（内線 321・322）

　

霧
島
連
山
を
囲
む
７
市
町
で
構

成
す
る
「
環
霧
島
会
議
」
の
第
４

回
目
の
会
合
が
、
５
月
19
日
、
高

原
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ

ほ
え
み
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
平
成
20
年
度
の
事

業
報
告
や
平
成
21
年
度
予
算
審
議

の
後
、
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
教

授
の
原
口
泉
氏
に「
環
霧
島
大
使
」

の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
環
霧
島
会
議
防
災
相
互
協

定
の
締
結
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
火
山
噴
火
や
地
震

な
ど
の
大
規
模
災
害
時
に
、
被
災

は
、「
え
び
の
市
心
の
ふ
る
さ
と

基
金
」
と
し
て
積
み
立
て
、
地
域

福
祉
の
充
実
や
自
然
環
境
の
保

全
、
伝
統
文
化
の
保
存
な
ど
の
事

業
に
活
用
し
ま
す
。
な
お
、
基
金

か
ら
の
平
成
21
年
度
事
業
へ
の
繰

入
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
高
齢
者
生
き
が
い
対
策
事
業
補

助
金
＝
３
６
５
，
０
０
０
円

■
植
樹
祭
の
苗
木
代
＝
２
０
０
，

０
０
０
円

　

多
く
の
温
か
い
ご
支
援
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
創
設
さ
れ
た
「
え
び
の
市

心
の
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」。
こ
れ

は
、
え
び
の
の
豊
か
な
地
域
資
源

を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
と
と
も

に
、
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
や
え
び

の
の
発
展
を
願
う
人
々
の
思
い
を

寄
附
を
通
じ
て
多
様
な
人
々
の
参

画
に
よ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
推

進
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

創
設
以
来
、
下
表
の
と
お
り
21

人
の
方
か
ら
合
計
２
，
７
２
５
，

０
０
０
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
（
平
成
21
年
３
月
31
日
現

在
）。
い
た
だ
き
ま
し
た
寄
附
金

あなたの心に輝き続けるふるさとを目指します。熱い意見が飛び交ったパネルディスカッション。

事業の種類 件数 金額
①地域福祉の充実など ４ 365,000 円

②自然環境の保全など ２ 250,000 円

③伝統文化の保存など １ 3,000 円

④その他市長が必要と認める事業 14 2,107,000 円

合　計 21 2,725,000 円

区分 平成 20年度末残高 前年度末残高
積立金 2,725,000 円 ０円

【えびの市心のふるさと基金の積立状況】

【えびの市心のふるさと寄附金の寄附状況】「
広
域
連
携
と
地
域
資
源
の
新
た

な
活
用
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
は
、
東
国
原
英
夫

宮
崎
県
知
事
、
山
田
裕
章
鹿
児
島

県
副
知
事
も
参
加
し
、
原
口
泉
教

授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
東
国

原
知
事
は
「
霧
島
を
テ
ー
マ
に
、

県
境
を
越
え
て
市
町
が
連
携
す
る

と
い
う
環
霧
島
会
議
の
取
組
み
は

と
て
も
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま

す
。県
も
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

し
た
市
町
単
独
で
は
十
分
な
応
急

対
策
や
復
旧
が
困
難
な
場
合
に
、

環
霧
島
会
議
構
成
市
町
が
連
携
し

て
応
援
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の

で
す
。
主
な
項
目
は
、災
害
救
援
、

復
旧
な
ど
に
必
要
な
職
員
の
派
遣

や
車
両
と
資
機
材
の
提
供
、
食
料

品
、
飲
料
水
、
生
活
必
需
品
の
提

供
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
受

付
、
活
動
調
整
な
ど
で
す
。

　

午
後
か
ら
は
、「
環
霧
島
」
広

域
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
椎
川
忍
総
務
省
地
域
力

創
造
審
議
官
の
基
調
講
演
の
後
、

萩原教育長から委嘱状の交付を受ける皆さん。
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西諸県地区公民館実践研究セミナーを開催

自治公民館のあり方を探る
県職員４人に併任辞令を交付

収納対策で県と協力します

■お問い合わせ先
市社会教育課（☎ 0984‐35‐2268）

■お問い合わせ先
市税務課収納対策室（内線 213・216）

　

平
成
21
年
６
月
か
ら
、
県
と
市

が
協
力
し
て
、
税
の
収
納
対
策
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た

「
併
任
人
事
交
流
制
度
」
は
、
県

職
員
が
、
え
び
の
市
か
ら
併
任
辞

令
の
発
令
を
受
け
、
県
と
市
の
徴

収
事
務
に
従
事
す
る
も
の
で
す
。

国
の
税
源
が
地
方
に
移
譲
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
市
や
県
で
は
自
主

財
源
の
確
実
な
確
保
の
た
め
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
税
の
収
納
対
策

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

併
任
人
事
交
流
制
度
で
は
、
県
と

市
の
税
務
職
員
が
協
力
し
て
、
差

押
等
の
滞
納
処
分
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
こ
の
過
程
で
、
県
職
員
と

市
職
員
相
互
の
徴
収
技
術
の
向
上

を
図
り
、
税
の
収
納
率
の
向
上
と

税
収
の
確
保
を
目
指
し
ま
す
。

　

６
月
８
日
、
市
役
所
で
県
職
員

４
人
に
、
併
任
辞
令
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。
市
長
は
「
と
て
も
頼
も

し
く
思
い
ま
す
。
市
の
職
員
に
対

し
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
指
導
い
た
だ

き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

市
税
の
収
納
率
は
、
平
成
19
年

度
決
算
（
現
年
課
税
分
）
で
96
・

56
％
、
国
民
健
康
保
険
税
は
91
・

38
％
と
、
県
内
で
も
極
め
て
低
い

値
で
す
。
滞
納
額
（
現
年
課
税

分
と
滞
納
繰
越
額
の
合
計
）
は
、

市
税
で
約
２
億
２
千
３
０
０
万

円
、
国
民
健
康
保
険
税
で
約

２
億
３
千
９
０
０
万
円
に
も
上
り

ま
す
。

　

税
の
滞
納
解
消
は
、
き
ち
ん
と

納
税
し
て
い
る
市
民
と
の
公
正
・

公
平
性
を
確
保
す
る
う
え
で
、
何

よ
り
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
市
で

は
県
と
協
力
し
、
よ
り
厳
し
い
姿

勢
で
滞
納
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

河
平
地
区
に
お
け
る
公
民
館
活
動

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
事
例
発

表
を
行
い
ま
し
た
。池
田
さ
ん
は
、

「
下
大
河
平
地
区
は
、
15
歳
以
下

の
子
ど
も
た
ち
が
地
区
の
総
人
口

の
４
％
に
過
ぎ
ず
、
少
子
・
高
齢

化
が
大
変
進
ん
で
い
ま
す
。
将
来

ど
う
な
る
こ
と
か
心
配
す
る
部
分

も
あ
り
ま
す
が
、
今
取
り
組
ん
で

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
通
し

て
、
さ
ら
に
住
民
同
士
の
き
ず
な

を
高
め
、
自
立
で
き
る
地
域
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
綾
町
西
中
坪
自
治
公

民
館
長
の
押
川
勝
さ
ん
が
「
自
治

意
識
を
高
め
、
親
子
三
世
代
で
取

り
組
む
、
公
民
館
活
動
」
と
題
し

て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
押
川
さ

ん
は
「
最
近
は
自
治
意
識
が
欠
け

て
い
る
と
思
う
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
す
。
み
ん
な
が
集
っ
て
何
か
を

や
る
と
い
う
こ
と
が
地
域
の
つ
な

が
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
つ

な
が
り
を
持
と
う
と
い
う
意
識
が

大
切
で
す
。
こ
れ
が
自
治
意
識
の

向
上
に
つ
な
が
る
の
だ
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

西
諸
県
地
区
公
民
館
実
践
研
究

セ
ミ
ナ
ー
が
、
５
月
28
日
、
市
文

化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
の
課
題
解
決
に
関

す
る
研
修
を
行
う
こ
と
で
、
各
地

域
に
お
け
る
実
践
的
な
公
民
館
活

動
を
支
援
し
、
自
治
公
民
館
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
西
諸
地
区

の
自
治
公
民
館
長
な
ど
、
１
９
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
下
大
河
平
自
治
公
民
館

長
の
池
田
満
次
さ
ん
が
、「
下
大

自治公民館のあり方について講演する押川勝さん。併任辞令交付式。

平成 21年度から新たに人間ドックを実施

国民健康保険人間ドックのお知らせ

■お問い合わせ先
市健康保険課医療保険係（内線 273）

は
、
特
定
健
康
診
査
か
人
間
ド
ッ

ク
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
受
診
と
な

り
ま
す
。
人
間
ド
ッ
ク
を
希
望
さ

れ
る
方
は
「
特
定
健
康
診
査
受
診

券
（
黄
色
の
用
紙
）」
と
引
き
換

え
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、人
間
ド
ッ

ク
は
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
持
参
す
る
物
＝
世
帯
主
の
印
鑑

（
認
め
印
可
）、
受
診
者
の
国
民
健

康
保
険
証

◎
申
込
期
間
＝
平
成
21
年
６
月
22

日
（
月
）
～
平
成
21
年
12
月
28
日

（
月
）

◎
受
診
期
間
＝
平
成
21
年
６
月
～

平
成
22
年
１
月
31
日
（
日
）

◎
申
込
み
先
＝
市
健
康
保
険
課
医

療
保
険
係
の
窓
口

☎
０
９
８
４
‐
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
７
３
）

◎
自
己
負
担
費
用
＝
５
，
２
９
９

円
（
受
診
費
用
３
０
，
２
９
９
円

―
補
助
額
２
５
，
０
０
０
円
）

◎
検
査
項
目
と
受
診
で
き
る
医
療

機
関
＝
左
表
の
と
お
り

　

市
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
国

民
健
康
保
険
加
入
者
（
35
歳
か
ら

74
歳
ま
で
の
方
）
で
希
望
の
方
を

対
象
に
、
健
康
診
査
（
人
間
ド
ッ

ク
）
を
実
施
し
ま
す
。
受
診
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
市
健
康
保
険
課

医
療
保
険
係
の
窓
口
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
国
民
健

康
保
険
税
を
納
期
ま
で
に
全
額
納

付
し
て
い
る
方
に
限
り
ま
す
。

　

特
定
健
康
診
査
の
対
象
者
の
方

人間ドックを希望される方は早めに申し込みください。

＊
健
康
診
査（
人
間
ド
ッ
ク
）を

　

希
望
す
る
と
き
は

身
体
計
測

身長
尿
検
査

尿糖

体重 尿たん白

BMI 尿潜血

腹囲 貧
血
検
査

ヘマトクリット値

血
圧

収縮期血圧 血色素

拡張期血圧 赤血球

血
液
検
査

中性脂肪 心電図

HDL －コレステロール ◎胸部レントゲン

LDL －コレステロール ◎胃透視または胃カメラ

AST（GOT） ◎便潜血

ALT（GPT）

γ－ GT（γ－ GTP）

クレアチニン

尿酸

空腹時血糖

ヘモグロビン A1c

人間ドックでの検査項目

受診できる医療機関
医療機関名 電話番号

えびの市立病院 0984‐33‐1023

松村胃腸科クリニック 0984‐33‐3939

えびのセントロクリニック 0984‐33‐5777

えびの第一クリニック 0984‐33‐0148

若葉クリニック 0984‐33‐3838

迫田内科 0984‐35‐1121

前田医院 0984‐35‐1151

京町共立病院 0984‐37‐1011

渡辺医院 0984‐37‐1109

※◎印がついている検査以外は、特
　定健康診査と同じ項目です。

※健診申込み後、必ず医療機関に事前予約をお願いします。
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◎今月の一品

［
え
び
の
の
う
ま
い
も
の
］
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太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
　

写
真
／
昨
年
行
わ
れ
た
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
え
び
の
産
の
豚

肉
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
使
っ
た
「
豚

肉
の
ポ
パ
イ
ロ
ー
ル
」
で
す
。

　

豚
肉
は
揚
げ
物
、
い
た
め
物
、
煮
物
、
焼

き
物
、
蒸
し
物
、
和
え
物
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
調
理
法
に
利
用
で
き
、
ほ
か
の
肉
類
に
比

べ
、
フ
ル
ー
ツ
と
の
相
性
も
よ
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
牛
肉
ほ
ど
部
位
に
よ
る
肉
質
の

差
が
な
く
、
和
風
、
洋
風
、
中
華
風
の
料
理

に
広
く
使
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
牛
肉
に
比

べ
寄
生
虫
が
つ
き
や
す
い
た
め
、
生
食
は
避

レ シ ピ

け
、
必
ず
中
ま
で
完
全
に
火
を
通
す
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
豚
肉
は
、
ご
飯
な
ど
に
含
ま
れ
る
糖

質
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ１
が

豊
富
で
、
タ
マ
ネ
ギ
や
ネ
ギ
、
ニ
ン
ニ
ク
な

ど
と
一
緒
に
調
理
す
る
と
、
体
内
で
よ
り
効

率
よ
く
摂
取
で
き
ま
す
。
疲
れ
が
た
ま
っ
て

い
る
時
や
夏
バ
テ
で
食
欲
が
な
い
時
、
イ
ラ

イ
ラ
や
倦
怠
感
が
あ
る
時
な
ど
に
食
べ
る
と

効
果
的
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
最
適
で

す
。
夏
バ
テ
予
防
に
い
か
が
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
え
び
の
産
の
食
材
を
使
っ
た
お
い
し
い
料
理

え
び
の
市
食
生
活
改
善
推
進
員

上
谷
川
ス
ミ
子
　

さ
ん

r e c i p e

【材料（４人分）】
●ホウレンソウ（１束）●ニンジン（100㌘）
●豚もも薄切り肉（400㌘）●酒（大さじ２）
●片栗粉（適宜）●Ａ＝醤油（大さじ４）・
みりん（大さじ４）・酒（大さじ４）・水（大
さじ４）●サラダ油（大さじ１強）●ミ
ニトマト（４個）●サラダ菜（30 ㌘）

【作り方】
❶ホウレンソウは熱湯でゆでて水にとり、
水気をしぼって３㎝の長さに切る❷ニン
ジンはホウレンソウと同じくらいの長さ
に切り、ゆでる❸豚肉は１枚ずつ広げて
酒を振る❹肉に片栗粉を振り、ホウレン
ソウとニンジンをのせてきっちりと巻き、
全体に片栗粉を薄くまぶす❺フライパン
にサラダ油を熱して肉の巻き終わりを下
にして並べ、全体に焼き色をつける❻火
が通ったら油を捨て、Ａを加えて全体に
からめる。器に盛り、ミニトマト、サラ
ダ菜を加える

えびの
四季彩色
Seasons　Color　of　Ebino

【日時】平成 21年７月 25 日（土）
午後６時 30分から

【会場】えびの市国際交流センター
　　　　※雨天時はえびの市文化センター

今年の太鼓フェスティバル
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家
庭
教
育
学
級
の
紹
介

家 学庭 教 育 級 信通

男の腕まくり料理教室で楽しそうに料理を教える迫田さん（左）。

「

◎
ま
ち
づ
く
り
の
条
例
市
民
研
究
会
レ
ポ
ー
ト

保護者の皆さんから活発な意見が飛び交いました。

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
上
江

中
学
校
家
庭
教
育
学
級
「
白
鳩
学

級
」
で
す
。
上
江
中
学
校
で
は
、

保
護
者
全
員
が
学
級
生
と
な
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
白
鳩
学
級
開
級
式

を
、
市
社
会
教
育
課
の
河
野
秀
明

先
生
を
お
迎
え
し
て
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
参
加
者
全
員
で
今

年
度
の
学
習
計
画
に
つ
い
て
、
い

ろ
い
ろ
案
を
出
し
合
い
、
年
間
計

画
を
決
め
ま
し
た
。

のびのびと元気で
明るい上江中！ Uwae

（上江中学校家庭教育学級）

今年度はどんな活動をするか

まちづくり活動をしよう」とい
う時に、「参画」とか「協働」

などという言葉を聞くことがありま
す。「参画」、「協働」と言われ、何
となく意味が分かるような、分から
ないような、ということもあると思
います。しかし、まちづくりという
分野において、参画や協働という言
葉は、案外重要な使われ方をする
場合が多いようです。それでは、研
究会のメンバーがまちづくりを議論
する時、「参画」と「協働」をどの
ように位置づけ、議論してきたので
しょうか。
　研究会が作成した自治基本条例案
は、次のような条文になっています。

　ここでは、市が行政施策を推進す
る時は市民と協働するとしていま
す。では、「協働」とはどのような

　みんなでつくろう！　えびの市の「憲法」

　

６
月
に
は
保
育
園
、
小
学
校
、

中
学
校
合
同
で
人
権
学
習
会
を
行

う
予
定
で
す
。
７
月
に
は
、
視
察

研
修
を
予
定
し
て
お
り
、
宮
崎
県

庁
や
知
事
公
舎
を
見
学
し
て
、
綾

町
の
酒
泉
の
杜も

り

に
行
く
予
定
で

す
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
学
級
生

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
楽
し
い

研
修
に
な
る
と
い
い
な
あ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
11
月
に
は
、
ク
リ
ス

マ
ス
に
向
け
て
の
ハ
ー
ブ
リ
ー
ス

作
り
を
予
定
し
て
お
り
、
ど
ん
な

作
品
が
で
き
る
か
と
て
も
楽
し
み

で
す
。
で
き
た
作
品
は
文
化
祭
に

提
出
す
る
予
定
で
す
。

　

白
鳩
学
級
で
は
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
が
い
ろ
ん
な
意
見
を
出
す
な

ど
し
て
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
る
の
で
、
私
も
大
変
助
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
ま
だ

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
一
学

級
生
と
し
て
、
楽
し
く
充
実
し
た

学
級
作
り
が
で
き
れ
ば
い
い
な
あ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

K a z u m i 　N a g a h a m a

上江中学校家庭教育学級長
長濱和美さん

ことでしょうか。研究会が作成した
自治基本条例案第３条では、協働に
ついて「市民と市がそれぞれに果た
すべき役割と責務を自覚し、互いに
協力し行動すること」と定義。つま
り、「行政施策を市が一方的に推進
するのではなく、市民も役割と責務
を自覚しながら、市と協力し合って
推進するということを市も認識しま
しょう」という規定になっています。
行政評価についても、「市民が参加
した行政評価を実施して改善しま
しょう」ということが規定されてい
ます。このように、参画と協働の章
では、市民が行政と深くかかわるこ
とについて規定しています。

　第７章　参画と協働
　（行政への参画）
第 14 条　市は、総合長期計画及

およ

びその他の
　行政施策の推進にあたっては、市民との
　協働の姿勢に立つものとする。
２　市は、総合長期計画及びその他の行政
　施策の企画立案にあたっては、市民の意
　見やアイディアを募り、意思決定に反映
　させるものとする。
３　市は、総合長期計画及びその他の行政
施策の実施にあたっては、市民の積極的な
参画と協働を保障しなければならない。
　（行政評価と改善）
第 15 条　市は、市民参加による行政評価を
実施し、常に市民本位の行政運営となるよ
う見直しと改善に努めるものとする。
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え び の の ひ と

迫田　昭子さん

子
ど
も
の
朝
食
離
れ
が
気
に

な
り
ま
す
。
親
子
の
食
事

の
時
間
を
大
切
に
し
て
、
で
き
る

だ
け
子
ど
も
と
向
き
合
っ
て
ほ
し

い
で
す
ね
」
と
話
す
の
は
、
え
び

の
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の

会
長
を
務
め
る
迫
田
昭
子
さ
ん

（
町
区
）
で
す
。

　

同
会
は
、
平
成
４
年
に
発
足
。

現
在
16
人
の
会
員
で
さ
ま
ざ
ま
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
食
を
通
し
た
地
域
づ
く
り

を
行
う
た
め
に
、
主
な
活
動
と
し

て
、
毎
月
行
う
定
例
会
の
ほ
か
、

男
の
腕
ま
く
り
料
理
教
室
や
小
学

校
等
で
の
食
育
講
座
、
産
業
文
化

祭
で
の
展
示
・
試
食
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
本
紙
の
「
え
び
の
の
う
ま

か
も
ん
」
コ
ー
ナ
ー
で
も
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
「
料
理
教
室
は
と
て
も
楽
し
い

で
す
よ
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
の
会

話
を
聞
い
て
い
る
と
、
と
て
も
楽

し
く
、
自
分
も
勉
強
に
な
り
ま

す
」
と
迫
田
さ
ん
。
受
講
生
か
ら

は
「
料
理
を
作
っ
て
妻
に
喜
ば
れ

た
」、「
積
極
的
に
料
理
を
手
伝
う

よ
う
に
な
っ
た
」
と
、
大
変
好
評

を
得
て
い
ま
す
。
同
会
の
皆
さ
ん

は
、
料
理
を
通
し
て
、
食
の
大
切

さ
や
健
康
の
大
切
さ
、
料
理
の
楽

し
さ
を
伝
え
て
い
る
の
で
す
。

　

し
か
し
、
悩
み
も
あ
る
そ
う
で

す
。「
会
員
の
数
を
増
や
し
た
い

で
す
ね
。
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

の
で
、
若
い
人
も
ぜ
ひ
入
っ
て

食を通して健康の大切さを
多くの人に伝えていきたい

も
ら
い
た
い
で
す
」
と
迫
田
さ

ん
。
同
会
で
は
、
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
市

健
康
保
険
課
市
民
健
康
係
（
☎

０
９
８
４
‐
35
‐
１
１
１
１
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
迫

田
さ
ん
を
は
じ
め
、
同
会
の
皆
さ

ん
は
、
と
て
も
笑
顔
が
素
敵
で
、

元
気
な
方
た
ち
ば
か
り
で
す
。

さこだ・あきこ／ 70 歳／町区／平成
18 年４月からえびの市食生活改善推進
協議会の会長を務める。趣味は料理の
ほか、手芸、パッチワーク、大正琴。

Akiko　Sakoda

「
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Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
真
幸
駅
で
、
地
元
農
産

物
の
販
売
や
市
の
Ｐ
Ｒ
、
環
境
美
化
活

動
を
行
う
「
真
幸
駅
友
の
会
」
が
、
平

成
21
年
度
宮
崎
県
地
域
づ
く
り
奨
励
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
会
の

地
域
と
一
体
と
な
っ
た
活
動
や
、
出
て

行
く
列
車
に
対
し
、
姿
が
見
え
な
く
な

る
ま
で
手
を
振
り
続
け
て
温
か
く
見
送

る
な
ど
、「
お
も
て
な
し
の
心
」
が
高

く
評
価
さ
れ
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

会
長
の
上
熊
須
康
さ
ん
（
加
久
藤
麓

区
）
は
「
光
栄
な
賞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
西
内
竪
区
の
皆
さ
ん
の
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。
こ
れ
を
励
み

に
、
さ
ら
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で

す
ね
」
と
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

第
９
期
長
寿
学
園
寿
大
学
入
学
式

が
、
５
月
22
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
同
大
学
で
は
、
高
齢

者
が
心
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
、
約
２
年
間
、
生
活
・
教
育
・
歴
史
・

趣
味
工
芸
・
健
康
な
ど
、
幅
広
い
分
野

で
学
習
し
ま
す
。
今
回
、
第
９
期
生
と

し
て
31
人
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

入
学
式
で
、
堀
井
禮
子
さ
ん
は
「
こ

の
２
年
間
で
の
学
習
に
、
期
待
と
不
安

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
多
く
の

仲
間
と
の
出
会
い
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
新
た
な
人
生
の
ス
タ
ー
ト
と
思

い
、
お
互
い
励
ま
し
合
い
な
が
ら
全
員

卒
業
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

第
27
回
宮
崎
県
消
防
救
助
技
術
指
導

会
が
、５
月
21
日
、宮
崎
市
で
開
催
さ
れ
、

え
び
の
消
防
署
の
後
藤
チ
ー
ム
（
選
手

＝
後
藤
政
樹
、
若
松
洋
平
、
黒
木
雄
大
）

が
、
ほ
ふ
く
救
出
の
部
で
、
見
事
、
全

国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
入
れ
ま
し
た

　

こ
れ
は
、
各
消
防
本
部
の
救
助
隊
員

が
訓
練
成
果
を
競
い
合
う
も
の
で
、
三

人
一
組
で
救
助
に
か
か
る
時
間
や
安
全

性
、器
具
の
取
扱
い
が
審
査
さ
れ
ま
す
。

　

５
月
25
日
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
報

告
に
市
長
を
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、「
全

国
大
会
で
も
い
い
結
果
が
残
せ
る
よ
う

に
が
ん
ば
っ
て
き
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
全
国
大
会
は
、
８
月
20
日
に

横
浜
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

長寿学園寿大学第９期生の皆さん。

受賞を喜ぶ真幸駅友の会の皆さん。

全国大会での皆さんの活躍を期待しています。

　
「
広
報
え
び
の
ふ
る
さ
と
散
歩
展
」

が
、
７
月
12
日
ま
で
、
市
歴
史
民
俗
資

料
館
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
散
歩
」
は
、
市
内
に
残

る
名
所
や
旧
跡
、
文
化
財
な
ど
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
、
広
報
え
び
の
の
裏

表
紙
に
毎
月
掲
載
。
今
号
で
１
２
８
号

目
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
「
広
報
え
び
の
ふ
る
さ
と
散
歩

展
」
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ふ
る
さ
と

の
良
さ
と
歴
史
を
も
う
一
度
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、
資
料
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
協
力
の
も
と
、
企
画
さ
れ
た
も

の
で
す
。
広
報
紙
で
紹
介
で
き
な
か
っ

た
写
真
も
多
数
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
０
９
が
、
５

月
27
日
、
市
内
各
地
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
住
民
の
何
％
が
運
動
や

ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
し
た
か
を
、
人
口
規

模
が
同
じ
自
治
体
や
地
区
で
競
う
も
の

で
す
。
こ
の
日
は
、
市
民
約
１
万
１
千

人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
体
に
合
っ
た

運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

加
久
藤
地
区
体
育
館
で
は
、「
い
い

汗
加
久
藤
ク
ラ
ブ
」
の
皆
さ
ん
の
指
導

の
も
と
、
加
久
藤
保
育
園
、
ふ
じ
幼
稚

園
の
園
児
た
ち
が
３
Ｂ
体
操
に
挑
戦
。

「
ベ
ル
」
と
い
う
道
具
を
両
手
に
持
ち
、

曲
に
合
わ
せ
て
体
操
を
し
た
り
、
か

け
っ
こ
を
し
た
り
し
て
、
と
て
も
楽
し

そ
う
に
体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

７月 12 日まで開催中の「ふるさと散歩展」。

３Ｂ体操を楽しむ園児たち。

　

え
び
の
市
管
工
事
協
同
組
合
（
12
社

加
盟
）
が
、
６
月
５
日
、
高
齢
者
宅
の

水
道
点
検
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
施
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
水
道
週
間
に
合
わ

せ
て
、毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

水
道
週
間
は
、
水
の
大
切
さ
や
水
が
使

え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
考
え
て

も
ら
お
う
と
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
年
は
加
久
藤
地
区
の
高
齢
者
宅
を

訪
問
。
同
組
合
の
皆
さ
ん
は
、
水
漏
れ

箇
所
や
蛇
口
の
点
検
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。点
検
を
受
け
た
浅
川
幸
子
さ
ん（
前

松
原
区
）
は
「
水
漏
れ
が
少
し
し
て
て
、

ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
水
周

り
を
点
検
し
て
も
ら
い
、
安
心
し
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「安心しました」と高齢者の皆さんは喜んでいました。

　

真
幸
小
学
校
の
６
年
生
40
人
が
、
５

月
29
日
、
真
幸
駅
で
花
植
え
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
に
貢
献
す
る
児

童
の
育
成
と
児
童
た
ち
に
ふ
る
さ
と
の

良
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
行
っ
た
も

の
で
す
。

　

こ
の
日
、
児
童
た
ち
は
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
な
ど
の
苗
を
駅
舎
周
辺
に
植
栽
。

ま
た
、
い
さ
ぶ
ろ
う
・
し
ん
ぺ
い
号
で

真
幸
駅
を
訪
れ
た
観
光
客
に
、
え
び
の

市
を
紹
介
す
る
手
作
り
の
チ
ラ
シ
や
、

同
校
で
取
っ
た
四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
を

配
っ
て
え
び
の
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
児

童
の
上
村
心
さ
ん
は
「
こ
こ
に
来
た
人

が
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
と
願
っ
て

植
え
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。植えた苗に「大きくなってね」と水をかける児童。

い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
び
ま
す

「
お
も
て
な
し
の
心
」高
評
価

救
助
の
技
で
全
国
大
会
へ

市
民
約
１
万
１
千
人
が
運
動

「
ふ
る
さ
と
散
歩
展
」開
催
中

児
童
が
真
幸
駅
で
花
植
え

高
齢
者
宅
の
水
周
り
を
点
検

。



■えびの消防署☎ 0984‐33‐6119 ■えびの警察署☎ 0984‐33‐0110

119 だより 110 だより

information

お知らせ
コーナー

i n f o r m a t i o n

◎えびの市役所 ▼ ▼ ▼ 　☎ 0984‐35‐1111

でした。ここでおわび申し上げ
訂正させていただきます。

　市では、食生活改善を中心と
した総合的な健康づくりを習得
し、地域のヘルスサポーターと
して活動していただく食生活改
善推進員の養成講習会を開催し
ます。食を通した健康づくり・
仲間づくり・生きがいづくりに
興味のある方、食生活改善推進
員になって食のボランティアと
して活動をしてみませんか。

【内容】栄養を中心とした健康
づくりに関する講義・調理実習
を年８回程度（最低 20 時間）

【受講期間】平成 21 年７月～
平成 22 年２月（後日、受講者
には日程表を郵送します）

【会場】市保健センターほか
【対象】原則として全日程に参
加できるえびの市民。養成講習
会終了後、えびの市食生活改善
推進協議会に入会し、ボランテ
ィアとして活動ができる方。

【受講料】無料※ただし、講習
に必要な教材・材料代（2,000
円程度）は自己負担となります。

【定員】15 人（定員になり次第
締め切ります）

【申込方法】平成 21 年７月３
日（金）までに市保健センター
へ電話で申し込んでください。
■申込み・お問い合わせ先
市保健センター（午前９時～午
後４時 30 分）
☎ 0984‐35‐2446

　えびの市次世代を支援する会
では、30 歳以上の独身社会人
の方を対象に、サマーナイトパ
ーティーを開催します。

【開催日時】平成 21 年８月２

日（日）午後６時受付開始
【会場】グリーンパークえびの
【定員】男性 15 人（えびの市
在住者）、女性 15 人

【参加料】男性 1,500 円、女性
1,000 円

【申込方法】住所、氏名、年齢、
電話番号、電子メールアドレス
を記入し、FAX か電子メール
で下記に送信してください。
■申込み・お問い合わせ先
市福祉事務所子育て支援係

（内線 269）
FAX0984‐35‐0401
E‐mail ＝ fukushi@city.ebino.
lg.jp

　（社）宮崎県シルバー人材セ
ンター連合会では、下記のとお
り家事援助リーダー会員養成研
修の受講生を募集します。

【内容】介護に関する知識と方
法、医学の基礎知識、家事援助
の方法、調理実習など

【受講料】無料
【募集定員】20 人

【対象】おおむね 60 歳代前半
の方（応募多数の場合は抽選）

【会場】（社）小林市シルバー人
材センター

【申込期限】平成 21 年７月 10
日（金）
■申込み・お問い合わせ先

（社）えびの市シルバー人材セ
ンター　☎ 0984‐25‐3411

　育児や教育について心配や悩
みをお持ちの方々のために、医
療・福祉・教育の専門の先生方
による教育相談を実施します。
相談を希望される場合は、必ず
申込みをしてください。

【相談日】平成 21 年８月 10 日
（月）
【会場】市文化センター
【相談内容】家庭での子どもの
育て方について、子どもに必要
な医療について、障がいのある
子どもの教育について、その他

【申込方法】平成 21 年７月 31

夏は水の事故だけではありません！

５月の活動状況 火災 0件 年計 8件
［えびの消防署管内］ 救急 74 件 年計 319 件

　えびの市には、えびの高原や霧島連山があり、最近は
アウトドアブームということで、休日には登山やハイキ
ングを楽しむ方もたくさんいるのではないかと思います。
しかし、毎年、山での事故が発生しています。気軽に楽
しむことができる登山（ハイキング）ですが、山をあな
どらず、事前準備と慎重な行動で楽しみましょう。

－山岳（ハイキング）事故防止のために－
　◎スケジュールに余裕を持ち、日没前に下山する。
　◎体力に見合ったコースを選ぶ。
　◎動きやすく安全な服を着る。
　◎単独行動での計画は避ける。
　◎家族などに行き先を告げる。
　◎最寄りの警察署に登山計画書を提出する。

５月の交通事故 人身 5件 年計 49 件
　発生状況 物件 27件 年計 110 件

　地域における交通の安全と円滑を図るための活動を行
う民間ボランティアとして、地域交通安全活動推進委員
の方々がいます。委員の皆さんは、えびの市内の各地域
において、交通安全に関する広報啓発、協力要請、相談、
協力援助などの活動を行います。
　宮崎県公安委員会から委員として委嘱を受けたのは、
次の６人の方々です。任期は２年間です。
　◎岡村勝繁氏（飯野麓区）　◎丸田重徳氏（東川北区）
　◎森本林氏（中原田区）　◎大脇光雄氏（南原田区）
　◎山元四男氏（北岡松区）　◎江平順一氏（大溝原区）

地域交通安全活動推進委員について

　真幸地区にある老人福祉セン
ターは、４月から改修工事を
行っていました。これまで不便
をおかけしていましたが、改修
工事も無事終わり、平成 21 年
７月１日（水）から利用できる
ようになります。
■お問い合わせ先
市長寿介護課高齢者係

（内線 268）

　７月１日、平成 21 年経済セ
ンサス－基礎調査が全国一斉に
行われます。全国すべての事業
所および企業が調査の対象とな
ります。調査の結果は、国や地
方自治体などが地域開発や都市
計画など、私たちの生活をより
良くするために必要な基礎資料
となります。
　調査方法は、６月下旬から県
知事が任命した調査員が伺い、
直接調査票を配布・回収する方
法が主となります。調査票が届
いたら必ず受け取り、もれなく
記入してください。記入してい
ただいた内容を他に漏らした
り、統計法に規定された目的以
外に使用したりすることは法律
で固く禁じられています。安心
してご協力をお願いします。
■お問い合わせ先
市企画課計画係

（内線 321・322）

　県では、勤労者の生活の安定
と福祉の向上を図るため、「宮
崎県中小企業勤労者ハッピーラ
イフ資金融資制度」を設けてい
ます。県内にお住まいの中小企
業で働く方々へ、九州労働金庫
を窓口として、生活資金などを
低利子で融資する制度です。種
類は、教育資金、生活資金、育
児介護休業資金などです。

【申込期限】平成 22 年 3 月 31
日（水）※融資枠があります
ので早めに申し込みください。
■お問い合わせ先
九州労働金庫宮崎県本部ローン
センター宮崎
☎ 0120‐60‐2081

　（財）宮崎県国際交流協会で
は、下記のとおりワーキング・
ホリデー説明会を開催します。

【開催日時】平成 21 年７月４
日（土）午後２時～午後４時

【会場】カリーノ宮崎８階多目
的室（宮崎市）※参加無料

【対象】18 歳～ 30 歳の方（定
員 50 人）※先着順

【申込方法】電話・FAX または
E‐mail で、氏名、連絡先、渡
航希望国、知りたい情報をお知
らせください。
■申込み・お問い合わせ先

（財）宮崎県国際交流協会
☎ 0985‐32‐8457
FAX0985‐32‐8512
E‐mail ＝ miyainfo@mif.or.jp

　６月５日発行の回覧文書「え
びの市役所だより（№ 994）」
の①行事予定表７月８日（水）
の欄に「第１回地域福祉推進会
議（上江地区）」とありますが、
８日（水）ではなく、９日（木）

・お知らせ・
老人福祉センター
７月１日から再開

日（金）までに市教育委員会ま
で直接申し込むか、電話で申し
込んでください。申し込んだ方
には相談票を送付のうえ、相談
時間等について連絡します。
※相談は無料で、相談上の秘密
は厳守します。
※できるだけお子さんと一緒に
おいでください。
■申込み・お問い合わせ先
市学校教育課（内線 413）

　求職者の生活の安定と再就職
の促進を図るため、４月に宮崎
県求職者総合支援センターを開
設しましたが、５月から「出張
相談」を実施していますので、
ご利用ください。

【都城会場】県都城総合庁舎 1
階会議室

【開所日】毎月第 4 月曜日の午
前 10 時から午後 4 時まで（正
午から午後 1 時を除きます）
■お問い合わせ先
宮崎県求職者総合支援センター
☎ 0985‐60‐7410

・相　　談・

・募　　集・

　　経済センサスへのご
　　協力をお願いします

生活資金等を低利子
で融資する制度です

ワーキング・ホリデー
の説明会を開催します

市役所だより６月５日
号に誤りがありました

食生活改善推進員養
成講習会受講者募集

サマーナイトパー
ティー参加者募集

家事援助リーダー会員
養成研修の受講生募集

育児や教育に悩みを
お持ちの方のために

求職者の生活安定と再
就職の促進を図ります
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掲　示　板

L e t ' s 　 L e a d 　 A 　 H e a l t h y 　 L i f e 　 !

！いきいき　健康

同 参 画 だ よ り男 女 共

掲　示　板
心の一首一句

あなたもつくってみませんか。
（短歌）竹下妙子さん☎ 0984‐37‐3056
（俳句）阿野文雄さん☎ 0984‐37‐1653

（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 0984‐37‐2528 まで。

BOOK　CORNER ■推薦：市民図書館

Editor's ◎編集後記

おすすめの
ありますか、好きだと言える一冊が。

一冊

昨年度から市で実施している特定健診は、国民健
康保険加入者 40 歳～ 74 歳（75 歳誕生日前日

まで）を対象に行われています。平成 20 年度の受診
率は 13.8％（平成 20 年度の目標 25％）と低いもの
となりました。中でも、40 歳～ 50 歳代の方の受診率
が低くなっています。「若いから大丈夫！元気だから
大丈夫！」、「どこも悪くない、痛くない」という方も、
今年は特定健診を受けて自分の体の状態を点検してみ
ましょう。
健康診査はなぜ受けるの？　健診は病気を見つけるも
のという印象がありますが、自分の体の中の状態を知
り、病気を予防するためのものでもあります。健診結
果が悪くても、早期であれば生活習慣を見直すだけで
よく、もし治療が必要な場合でも病院に通う回数、治
療費、薬代等が少なくて済みます。昨年受診した方の
中からは、「病院に行くのは嫌だったが健診を受けて
よかった」、「自分の体の状態が分かってよかった」な
どの感想をいただきました。私たちの血管は体と同様
に老化していきます。血管の老化（健康状態）は、健
診を受けないと知ることができません。また、毎年受

気に笑
って

健康
え び の

『　青い鳥　』
重松清／著

先生は、一人ぼっちのそばにいる。も
う一人の一人ぼっちになりたいん

だ」。村内先生は、中学の臨時教師。言葉
がつっかえて、うまくしゃべれない。でも、
本当に「大切なこと」を教えてくれる。村
内先生が伝える本気の言葉は、心の悩みや
苦しみを抱えている子どもたちを癒してい
きます。多くの方に読んでもらいたい感動
の一冊です。

（新潮社）

　
　
　
週
二
回
通
所
で
癒
さ
る
さ
く
ら
苑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喜
怒
哀
楽
を
語
り
ふ
れ
あ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栗
下
区
　
長
谷
タ
ツ
エ

　

週
二
回
デ
イ
ケ
ア
に
通
う
作
者
は
、
介
護
士
の
方
、
と
も
に
集
う
お
友
達
と
の
さ

ま
ざ
ま
な
会
話
に
癒
さ
れ
、
感
謝
し
て
い
る
。
そ
の
心
を
受
け
取
る
こ
と
の
で
き
る

人
柄
の
良
さ
が
表
れ
た
詠う
た

で
あ
る
。

　

人
は
歳
を
重
ね
つ
つ
、
毎
日
を
丁
寧
に
無
理
せ
ず
、
が
ん
ば
ら
ず
、
人
の
助
け
を

受
け
て
生
き
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
評　

竹
下
妙
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
味
付
け
は
流
る
る
景
色
鮎
弁
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
鳥
区
　
松
山
夢
真

　

人
吉
名
物
鮎
弁
当
に
舌
鼓
。
過
ぎ
行
く
景
色
が
弁
当
の
味
を
引
き
立
て
る
。

　
　
　
　

カ
ト
レ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
区　

山
下
常
昌

殆
ほ
と
ん
どど

ほ
っ
た
ら
か
し
の

カ
ト
レ
ア
が
二
輪
咲
い
た

晴
れ
の
場
所
へ
移
し
て
や
っ
た

風
に
ゆ
れ
る
カ
ト
レ
ア

誇
ら
し
げ
に

と
ま
ど
い
な
が
ら

そ
れ
で
も

生
命
の
こ
と
を
考
え
さ
せ
た

先日、再度韓国岳登山に挑戦してきました。今回は、ミ
ヤマキリシマを韓国岳頂上で撮影しようと思い、カメ

ラを２台担いで登りました。この日は快晴で、頂上もこの
上ない天気。「今日はいい写真が撮れそうだ」とわくわくし
てカメラを向けると、そこらじゅうに咲いているはずのミ
ヤマキリシマがいまひとつ・・・。１週間ほど早かったよ
うです。しかし、硫黄山の辺りは満開状態でミヤマキリシ
マの鮮やかな色に見入ってしまいました。つつじヶ丘でも
撮影し、市の公式ホームページのフォトギャラリーに投稿
しましたので、よかったら見てみてください。　　　（楠元）

短
　

歌
俳
　

句

詩

（
自じ

ち
ゅ
う註
）

け続けることで、自分の体の中の変化（血管の変化）
を知ることができます。年に一回は体の状態を点検す
るために健診を受けましょう。
対象の方に受診券を送りました　対象となる方に、受
診券（写真参照）を送りましたので、受診券と国民健
康保険証を持参のうえ、実施医療機関（受診券と同封
の用紙に記載）で受診してください。受診期限は平成
22 年１月末（74 歳の方は 75 歳誕生日前日）までです。
※自己負担金等は受診券に記載
していますので、ご確認ください。
◎人間ドック等、個人で受診した
健診結果を市健康保険課に提出し
ていただければ、特定健診を受診
したことになります。
◎後期高齢者医療保険証をお持ち
の方は「長寿健康診査」、国保中
途加入者の方は「健康診査」とな
ります。これ以外の方は自分の加
入している医療保険者にお問い合
わせください。

特
定
健
康
診
査
受
診
券

「

広報えびの　1819　ebino　city　public　relations.　2009.06

今月の
納税

が輝ける社会へ－」
・講師＝戸島信一氏（宮崎大学教育文化学部教授）
◎分科会
①男の分科会～メンズカフェ～（先着 30 人※
男性対象）
②ＣＡＰおとなワークショップ～子どもの心に寄
　り添うために～（先着 30 人）
③親子で楽しむおやつづくり（先着 30 人）
　また、展示コーナーを設置し、男女共同参画啓
発カルタ展や各種団体活動紹介なども行います。
※無料託児所も和室に常設しますので、お気軽
　にご利用ください。
※講演・分科会参加者は、市企画課振興係に事前
　電話で申込みをお願いします。
　　　　　☎ 0984‐35‐1111（内線 323・325）

■中原栄養士（健康保険課）今年も特定健診が始まりました

『男女共同参画フォーラム in えびの』

市県民税　第１期
６月 30日までに納めましょう。

◎えびの市の人口
　男性／ 10,422 人（－ 10 人）
　女性／ 11,590 人（－ 20 人）
　合計／ 22,012 人（－ 30 人）
◎えびの市の世帯数　　　　　
　9,357 世帯（－ 7世帯）

（平成 21年６月１日現在）

転入／ 38 人
転出／ 48 人
出生／ 5人
死亡／ 25 人

　市と 2009 男女共同参画フォーラム in えび
の実行委員会では、男女が互いにその人権を尊
重しつつ喜びも責任も分かち合い、性別にかか
わりなく、個性と能力を十分に発揮することが
できる男女共同参画社会の実現に向けて、市内
各団体と連携・協力しながら「2009 男女共同
参画フォーラム in えびの」を開催します。皆
さんの参加をお待ちしています。
【開催日時】平成 21 年７月５日（日）

午後１時～午後４時 30 分
【会場】市文化センター
【内容】◎オープニング～ＪＡえびの女性部に

よる大正琴の演奏
◎基調講演　
・演題＝「男女共同参画社会への道－老

だ れ で も

若男女
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明
治
二
三
年
旧
五
月
五
日
、
第
一
番

座
が
星
指
長
市
氏
宅
で
開
か
れ
、
一
年

ず
つ
、
回
り
霊
堂
を
預
か
っ
た
家
で
そ

の
年
の
例
祭
を
行
う
こ
と
が
決
め
ら
れ

ま
し
た
。
恒
例
の
五
月
五
月
に
は
、
供

養
塔
や
首
塚
を
清
掃
し
、
し
め
や
か
に

供
養
祭
を
行
い
、
家
族
ぐ
る
み
の
祭
り

を
「
伊
東
ど
ん
の
祭
り
」
と
し
て
伝
承

し
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
二
六
年
に
六
二
年
間
続
い
た

「
伊
東
ど
ん
の
祭
り
」
は
中
止
に
な
っ

た
も
の
の
、
近
年
で
は
、
五
月
四
日
の

木
崎
原
合
戦
供
養
祭
に
伊
東
霊
堂
を
祭

り
、
厳
か
に
供
養
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
地
区
民
の
方
々
が
先
人
の
伝
承
を

守
り
、
大
切
に
保
存
し
て
い
ま
す
。

伊
東
軍
・
島
津
軍
の
合
戦
か
ら

四
三
七
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

今
年
も
例
年
ど
お
り
、
五
月
四
日
に
木

崎
原
合
戦
供
養
祭
が
、
池
島
地
区
の
古

戦
場
史
跡
公
園
で
厳
か
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。五
月
三
日
の
前
夜
祭
に
始
ま
り
、

五
月
四
日
は
伊
東
家
・
島
津
家
の
ゆ
か

り
の
方
々
も
参
加
さ
れ
、
地
区
民
と
の

交
流
も
深
ま
り
ま
し
た
。

　

昔
、
藩
政
時
代
の
各
藩
に
お
い
て
は

自
由
に
出
入
り
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。日
向
の
国
伊
東
藩
の
末
孫
た
ち
は
、

戦
死
し
た
祖
先
の
墓
参
り
を
し
た
く
て

も
真
幸
院
飯
野
郷
ま
で
出
て
行
く
こ
と

は
困
難
だ
っ
た
た
め
、
山
法
師
姿
で
墓

参
り
に
訪
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
二
三
年
四
月
、飫
肥
（
日
南
市
）

か
ら
突
然
、
伊
東
家
の
末
孫
の
人
た
ち

が
数
人
訪
れ
ま
し
た
。当
時
の
組
長（
区

長
）
の
案
内
で
供
養
塔
や
首
塚
に
香こ

う
か花

（
線
香
と
花
）を
供
え
、供
養
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
大
切
に
守
っ
て
き
た
地
区
民

の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
の
意
を
述
べ
、

「
遠
路
の
た
め
墓
参
り
も
思
う
よ
う
に

で
き
ま
せ
ん
の
で
戦
死
家
族
に
代
わ
っ

て
今
後
も
香
花
を
お
願
い
し
ま
す
」と
、

金
一
封
を
組
長
に
渡
し
ま
し
た
。

　

後
日
、
組
長
は
地
区
民
と
協
議
し
、

伊
東
霊
堂
を
作
製
す
る
こ
と
を
決
め
、

御
霊
を
祭
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
霊
堂

の
作
製
は
、
有
島
神
社
（
ハ
ッ
ト
ド
ン

の
宮
）
の
祈き

と

う

し

祷
師
福
島
八
蔵
氏
に
依
頼

し
、
霊
堂
の
中
に
は
銅
製
の
御
神
体
が

祭
ら
れ
ま
し
た
。

星指義文宅で大切に保存されている伊東霊堂。

伊
東
霊
堂
と
伊
東
ど
ん
の
祭

128

（
文
／
歴
史
民
俗
資
料
館
・
麦
田
勝
）

広報えびのは環境にやさしい大豆油
インキを使用しています。


